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おしらせHOTコーナー 
        

月
の
公
園
音
楽
祭
２
０
０
９ 

Q
１０
月
４
日
豸
　
午
後
１
時
〜
３
時  

L
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

吉
川
駅
北
口
か
ら
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

グ
ロ
ー
バ
ル
交
通
バ
ス
で
「
中
央
公
民
館

入
口
」
下
車
） 

O
市
立
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
東
京
藝
術

大
学
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏 

R
５００
人 

P
無
料 

J
月
の
公
園
文
化
芸
術
事
業
実
行
委
員
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
）
蕁
９８４
・
３
５
６

３ 

  

町
制
４０
周
年
事
業
　
ま
つ
ぶ
し
吹
奏
楽
同

窓
演
奏
会 

Q
９
月
２７
日
豸
　
午
前
１１
時
〜
公
開
リ
ハ

ー
サ
ル
、
午
後
３
時
〜
コ
ン
サ
ー
ト 

L
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
東
武
伊
勢

崎
線
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
） 

O
町
内
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
を
中
心

と
し
て
、
吹
奏
楽
愛
好
家
が
会
し
、
そ
の

練
習
風
景
か
ら
ご
覧
に
な
れ
る
„
音
楽
の

ま
ち
・
ま
つ
ぶ
し
“
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー

ク
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
※
こ
の
演
奏
会

へ
の
参
加
者
も
募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
、

エ
ロ
ー
ラ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www. 

ellora.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

P
無
料
（
要
整
理
券
。
中
央
公
民
館
等
で

配
布
中
） 

J
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

  

水
と
緑
の
環
境
フ
ェ
ス
タ 

Q
９
月
２６
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

L
瑞
沼
市
民
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

新
三
郷
駅
西
口
か
ら
徒
歩
１５
分
） 

O
エ
コ
カ
ー
の
乗
車
体
験
、
竹
の
間
伐
材

で
お
箸
づ
く
り
、
無
農
薬
の
新
鮮
農
産
物

の
販
売
な
ど 

※
三
郷
市
消
費
生
活
展
も
同
時
開
催
。 

J
環
境
保
全
課
蕁
９３０
・
７
７
１
５ 

  

第
２０
回
こ
し
が
や
薪
能 

Q
９
月
１９
日
貍
　
午
後
４
時
５０
分
開
場
、

午
後
５
時
２０
分
〜
能
楽
講
座
、
午
後
６
時

開
演 

L
越
谷
市
日
本
文
化
伝
承
の
館｢

こ
し
が

や
能
楽
堂｣

（
雨
天
決
行
） 

O
能｢

清
経
（
き
よ
つ
ね
）｣

、
狂
言｢

昆

布
売
（
こ
ぶ
う
り
）｣

ほ
か 

P
前
売
り
一
般
３
５
０
０
円
、
学
生
１
０

０
０
円
（
当
日
券
は
各
３００
円
増
し
） 

J
生
涯
学
習
課
蕁
９６３
・
９
３
０
７ 

  

東
京
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル
草
加
市
公
演 

Q
９
月
２６
日
貍
　
午
後
５
時
開
演 

L
草
加
市
文
化
会
館 

O
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
を
ジ
ャ
ズ
等
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
演
奏
す
る
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
。
新
栄

中
（
草
加
市
）
・
越
谷
西
高
の
生
徒
も
共

演
し
ま
す
。 

※
演
奏
曲
目
の
「
空
色
デ
イ
ズ
」
で
は
、

観
客
も
演
奏
参
加
で
き
ま
す
。
希
望
者
は

当
日
の
練
習
会
に
楽
器
を
持
っ
て
来
て
く

だ
さ
い
。 

P
前
売
り
一
般
２
３
０
０
円
、
学
生
１
８

０
０
円
（
当
日
は
５００
円
増
し
） 

M
草
加
市
文
化
会
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
で
販
売
中 

J
譛
草
加
市
文
化
協
会
蕁
９３１
・
９
３
２
５ 

　
J
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３
 

  　
　
　
弟
 

　
　
　
　
　
緑
町
三
　
　
土
澤
　
弘
子
 

弟
は
笑
う
と
両
頬
に
エ
ク
ボ
が
出
来
た
 

自
動
車
が
好
き
で
、
何
台
も
の
ス
ポ
ー
ツ
 

カ
ー
を
乗
り
継
ぎ
、
大
手
企
業
に
就
職
し
 

開
発
部
で
貢
献
し
て
き
た
 

 あ
る
日
、
身
体
の
不
調
を
訴
え
筑
波
大
学
 

付
属
病
院
の
集
中
治
療
室
に
入
院
し
た
 

呼
吸
器
の
麻
酔
で
眠
り
多
臓
器
に
渡
っ
て
 

悪
化
を
辿
り
　
医
療
機
器
に
囲
ま
れ
た
 

弟
は
、
あ
ら
ゆ
る
薬
剤
に
も
、
医
師
団
の
 

必
死
の
努
力
に
も
応
え
ず
、
心
拍
数
と
 

血
圧
が
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
い
っ
た
 

年
老
い
た
母
は
腰
を
伸
ば
し
て
弟
の
髪
を
 

な
で
「
頑
張
る
ん
だ
よ
」
と
言
い
続
け
た
 

私
は
弟
の
手
を
握
り
名
前
を
呼
ん
だ
 

妹
は
深
く
う
な
だ
れ
腕
を
さ
す
っ
て
い
た
 

医
師
が
終
を
告
げ
頭
を
下
げ
る
と
　
皆
が
 

弟
の
身
体
に
手
を
乗
せ
泣
き
く
ず
れ
た
 

弟
は
目
覚
め
る
事
な
く
　
五
十
六
才
で
 

飛
ぶ
よ
う
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
 

 今
は
、
み
か
ん
の
木
の
そ
ば
で
ま
っ
赤
な
 

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
が
　
じ
っ
と
し
て
い
る
 

    

 

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

ひ
ぐ
ら
し
に
せ
き
立
て
ら
れ
て
夕
支
度
 

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

伝
え
た
し
八
月
十
五
の
白
き
昼
 

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

夜
涼
し
田
よ
り
風
く
る
立
ち
話
 

八
潮
六
　
　
菅
澤
　
　
博
 

高
尾
山
上
は
雨
降
り
下
は
晴
 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

定
年
の
な
き
職
に
生
き
百
日
紅
 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

原
爆
忌
絵
に
書
に
残
し
伝
え
け
り
 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

雲
の
峰
故
郷
の
は
ら
か
ら
懐
か
し
き
 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

夏
立
ち
て
庭
に
し
ぼ
ん
だ
児
の
プ
ー
ル
　
 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

颯
爽
と
獅
子
舞
出
で
て
夏
ま
つ
り
 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

盆
供
養
十
三
仏
も
見
守
り
ぬ
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
小
金
丸
美
智
子
 

脇
役
に
咲
き
誇
る
か
な
草
の
花
 

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝
 

散
華
舞
い
香
り
の
に
お
い
立
つ
施
餓
鬼
会
 

伊
　
草
　
　
高
橋
　
桂
輔
 

読
み
聞
か
せ
瞳
キ
ラ
キ
ラ
星
の
よ
う
 

  

八
潮
七
　
　
深
井
　
　
健
 

満
月
の
如
く
絞
り
た
竹
竿
を
 

　
　
　
手
に
ず
っ
し
り
と
重
き
へ
ら
鮒
 

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

梅
雨
空
に
静
か
に
聞
こ
え
る
蝉
の
声
 

　
　
　
お
も
わ
ず
見
上
げ
る
灰
色
の
空
 

木
曽
根
　
　
廏
谷
　
多
門
 

鳶
の
輪
に
案
内
さ
れ
し
ふ
る
さ
と
の
 

　
　
　
寺
庭
荒
れ
て
茂
る
夏
草
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
斉
藤
　
京
子
 

土
手
に
立
ち
花
火
の
乱
舞
遥
か
見
ゆ
 

　
　
　
向
こ
う
の
岸
で
は
子
供
ら
走
る
 

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

散
歩
道
路
端
に
出
来
た
水
溜
り
 

　
　
　
小
雀
一
羽
朝
の
行
水
　
 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

鍵
盤
を
ま
さ
ぐ
り
音
を
曲
に
の
せ
 

　
　
　
微
笑
む
女
の
あ
り
し
日
想
う
 

中
央
一
　
　
杉
山
　
正
巳
 

穏
や
か
な
日
一
日
た
り
と
な
か
り
け
り
 

　
　
　
倹
し
く
生
き
た
日
々
を
思
わ
ん
 

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子
 

ま
た
来
る
と
赤
き
折
り
鶴
手
の
ひ
ら
に
 

　
　
　
帰
り
し
孫
は
早
や
少
年
期
 

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

風
鈴
の
音
色
し
ん
み
り
響
き
合
い
 

　
　
　
盛
岡
の
旅
今
な
つ
か
し
く
 

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

盆
休
み
孫
娘
と
楽
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
 

　
　
　
健
丈
ゆ
え
の
幸
噛
み
し
め
る
 

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

盆
の
入
り
寺
の
境
内
蝉
し
ぐ
れ
 

　
　
　
夜
の
し
じ
ま
に
虫
鳴
く
声
が
 

       　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 ■
一
般
書
 

「
同
期
」
 

今
野
　
　
敏
　
著
 

「
廃
墟
に
乞
う
」
 

佐
々
木
　
譲
　
著
 

「
熊
野
物
語
」
 

中
上
　
　
紀
　
著
 

「
刻
ま
れ
な
い
明
日
」
 三

崎
　
亜
記
　
著
 

「
刺
客
長
屋
」
 

森
村
　
誠
一
　
著
 

「
静
子
の
日
常
」
 

井
上
　
荒
野
　
著
 

「
螻
蛄
」
 

黒
川
　
博
行
　
著
 

 ■
児
童
書
 

「
お
ば
け
の
ば
む
け
」
 

佐
々
木
　
マ
キ
　
作
 

「
う
わ
さ
の
よ
う
ち
え
ん
」
 

き
た
や
ま
　
よ
う
こ
　
作
 

「
く
ろ
く
ん
と
な
ぞ
の
お
ば
け
」
 

な
か
や
み
　
わ
さ
く
　
え
 

「
ふ
く
ろ
の
な
か
に
は
な
に
が
あ
る
？
」
 

ポ
ー
ル
・
ガ
ル
ド
ン
　
再
話
・
絵
 

「
あ
り
が
と
う
チ
ョ
ビ
」
 

高
橋
　
う
ら
ら
　
著
 

 ■
休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

八
幡
・
八
條
図
書
館
（
秋
季
特
別
整
理
期

間
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
更
新
の
た

め
）
９
月
３０
日
貉
〜
１０
月
７
日
貉
 

※
こ
の
期
間
、
八
潮
市
立
図
書
館
へ
の
問

い
合
わ
せ
の
回
答
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲

覧
・
検
索
・
予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

         　
８
月
４
日
、
大
原
中
学
校
体
育
館
で
「
八

潮
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
記
念
事

業
　
第
８
回
八
潮
市
市
長
杯
教
育
長
杯
小

学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
「
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
競
技
」
の
２
年
前
に
始
ま
っ
た
こ
の
大

会
も
、
今
年
で
８
回
目
の
開
催
と
な
り
、

市
内
の
小
学
校
１０
校
が
一
堂
に
集
ま
り
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
例
年
に
比
べ
活
動
し
や
す
い
気
候
の
中
、

児
童
一
人
ひ
と
り
の
動
き
に
大
き
な
声
援

や
時
に
は
た
め
息
が
会
場
全
体
に
広
が
り
、

ど
の
チ
ー
ム
も
最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
し

た
気
迫
あ
ふ
れ
る
試
合
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
市
で
は
、
本
年
２
月
「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
習
慣
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
本
大
会
も
そ
の
一
つ
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
は

「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
の
理
解
・
普
及
」

と
「
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
の

推
進
」
を
ね
ら
い
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

来
年
も
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

      J
指
導
課
蕁
A
３
５
８ 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

こ
た
 

つ
い
 

ひ
と
 

ま
　
ご
 

さ
　
と
 

さ
ち
 

ど
う
き
 

は
い
き
ょ
　
　
こ
 

さ
　
さ
　
き
　
　
じ
ょ
う
 

な
か
が
み
　
　
　
　
の
り
 

み
さ
き
　
　
　
あ
　
き
 

も
り
む
ら
 　
せ
い
い
ち
 

い
の
う
え
　
　
　あ
れ
の
 

く
ろ
か
わ
　
　
ひ
ろ
ゆ
き
 

こ
ん
の
　
　
　
　
び
ん
 

く
ま
の
も
の
が
た
り
 

き
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
す
 

し
か
く
な
が
や
 

し
ず
こ
　
　
に
ち
じ
ょ
う
 

け
　
ら
 

さ
く
 

さ
　
さ
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
 

ぶ
ん
 

さ
い
わ
　
　
え
 

た
か
は
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
 

小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
 

大会結果 

男
　
子
 

優　勝 大曽根小 

大原小 

八條北小 

八幡小 

準優勝 

第３位 

女
　
子
 

優　勝 八條小 

潮止小 

大原小 

松之木小 

準優勝 

第３位 

 ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
 

　
一
緒
に
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
 

Q
水
曜
日
ま
た
は
土
曜
日
　
午
後
　
L
や

し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
　
N
初
心
者
か
ら

身
体
を
動
か
し
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で

も
　
J
吉
田
蕁
９９９
・
２
８
８
２
 

 中
川
ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
の
中
止
に
つ
い
て
 

　
毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
い
て
い
る
中
川
ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
は
、

今
年
度
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
皆
さ
ん
に
も
っ
と
も
っ
と
親

し
ま
れ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ボ
ー
ト

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
で
き
る
よ
う
企
画
の
見

直
し
や
充
実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

J
川
澄
蕁
０９０
・
３
１
３
８
・
０
７
５
１
 

健
康
講
座
「
知
ら
な
か
っ
た
ド
ラ
イ
ア
イ
」
 

Q
９
月
２５
日
貊
　
午
後
６
時
開
始
　
L
八

潮
中
央
総
合
病
院
管
理
棟
１
階
食
堂
　
O

講
師
＝
佐
藤
香
さ
ん
（
眼
科
医
師
）
　
P

無
料
　
J
八
潮
中
央
総
合
病
院
蕁
９９６
・
１

１
３
１
 

 税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会
 

Q
９
月
１５
日
貂
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
時
間
外
･
電
話
相
談
可
）
　
L
八
潮
民

主
商
工
会
　
O
商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等

な
ん
で
も
相
談
　
P
無
料
　
J
八
潮
民
主

商
工
会
・
中
村
蕁
９９５
・
６
９
６
２
 

伝
言
板

伝
言
板
つ
づ
き

伝
言
板
つ
づ
き

原
稿
締
め
切
り
日
の
お
知
ら
せ
 

　
こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
原
稿
の

締
め
切
り
日
は
前
月
５
日
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

〈
評
〉
弟
さ
ん
の
死
を
悼
む
気
持
ち
が
し
み

じ
み
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
 


